
生徒会本部役員選挙

9

　３年：２７日

7
18

10

11

12

1

2

24
3

校内駅伝大会
終業式

29
5

6
8
24
～

2

終業式
出校日

３年上級学校説明会（～２７日）

令 和 ４ 年 度

校舎配置図

校章の由来

28
30

公立高校入試（～３日）
第２０回卒業式
修了式

4

鹿児島学習定着度調査（～１８日）

教育相談（～２５日）
期末テスト（～２２日）

中間テスト（～７日）
芸術鑑賞教室

10
23

始業式

31
1

１・２年ＰＴＡ
心の教育講演会

３年合唱コンクール・ＰＴＡ
２年合唱コンクール・ＰＴＡ

1

27

栄 川 留 美
小 笹 康 輔
南 靖 代
北 原 和 憲

舞中祭ウィーク（舞台発表）
　１年：２５日　２年：２６日　

防災教室
３年ＰＴＡ

濵 﨑 直 尚
高 木 秀 和
隈 元 俊 和
佐 久 川 涼 香

ＰＴＡ総会
スケッチ大会
修学旅行（～２６日）

20 (2)35
37

19 17 36

19

総計
計 137 (2) 116 (3) 253 (5)

773 (27)393 (18) 380 (9)

月

9
20
1

主な行事予定

30

24

17 37
18 (2) 16 (1) 34

３年７組

20

5

教育相談（～6月１７日）

14

15

教育実習（～6月１７日）

20 17

20 17

19 37

３年１組
３年２組
３年３組
３年４組
３年５組
３年６組

37
37

19
20
132

(1)

(3)

15 (2)
20 17 １年

１年７組

(1)
(2)
(2)
(2)
(2)
(1)

(3)

38
37
37
37
37
38
260

(1)

(1)
18
18
18
19

德 永 絹 代
石 橋 廣 昭
吉 見 恵 子
槣 山 昭 一
緒 方 航

黒 川 理 枝
郡 山 正 一 郎

(1)

(13)

38
39
260 (9)

(2) 36 (3)

(3)

(3)
19
18

谷 頭 晶 帆
片 野 坂 重 浩
吉 屋 那 海
小 谷 さ お り

(1)
(1)
(2)
(1)
(2)
(1)

19
19
19
132(10)

(3)
20 39

19
19
19

１年

校区･生徒の実態

主な行事名

３　生徒数（令和3年5月1日現在）　　　（　）は特別支援別掲
男子 女子 計

R４校舎配置図１　自然・社会環境
　　平成15年４月，国分中学校の大規模校解消により分離新設され，国分平野のほぼ中心に
　位置する。
　　北には霧島連山を見渡し，東には今から9500年前の縄文遺跡が発見された上野原台地，
　南には，錦江湾に浮かぶ桜島があり，自然に囲まれた校区である。また，JR九州日豊本線国
　分駅にも車で８分，九州自動車道インターチェンジ・鹿児島空港まで車で25分と交通の便利
　なところである。
　　近隣には温泉で有名な日当山温泉・妙見温泉と宿泊施設もあり，活気あふれる街となって
　いる。特にIT産業の先端技術の街でもあり，ICT産業やセラミックスなど国分隼人テクノポリス
　の街にもなっている。
　　令和４年度は，開校２０年目を迎えるが，開校当時は田園地帯だった学校周辺も急速な住
　宅化が進み，生徒数の増加にもつながっている。

２　教育・文化環境
　　縄文遺跡や大隅国分寺の所在地で，美しい自然と先人の英知で培われた良き伝統・文化
　を持っている。校区には，国分高校・国分中央高校・第一工業大学・第一幼児短期大学・鹿
　児島第一高校などの学校や市民の憩いの場となる総合運動公園・市民体育館・武道館・陸
　上競技場・市民プール・市民会館等の体育・文化施設を持ち，文教地区として教育的環境
　に恵まれている。
　　４小学校（国分小・上小川小・国分西小・天降川小）からなる校区民の教育に対する熱意は
　強く，PTAや地域活動への協力体制ができている。
　　なお，平成27年度入学生より，向花小学校区生徒の指定校が国分中学校に変更になっ
　た。

担任
１年１組 18 (2) 18 (1) 36

　舞鶴中学校の校名にちなみ，未来に向かって大空を飛翔
する「鶴」の姿を図案化したものである。穏やかな図形の
「つがいの鶴」の姿は，生徒のみならず，本校に集う全て
の人々や地域が一体となって。地･徳･体の調和のとれた人
間形成を図ろうとする思いが込められている。また，左右
の鶴は「心」という文字を形作っており，「中」と組み合
わさって「忠」となり，その文字の意味する「まごころ」
を持った溌剌とした若人の姿を象徴している。
制作者　武田　信雄　氏（元国分市立舞鶴中学校教諭）

新入生説明会
３年ＰＴＡ
学年末テスト（～９日）
１・２年ＰＴＡ17

2
14

7

期末テスト（～２４日）22

出校日
1

１年合唱コンクール・ＰＴＡ
教育講演会

6

7

8

30

１年２組
１年３組
１年４組
１年５組
１年６組

２年６組

２年１組
２年２組
２年３組
２年４組
２年５組 (1) 17

17
17
2

10

日
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 〒899-4322
 　鹿児島県霧島市国分福島三丁目55番１号
 　電　話　0995-47-4747
 　ＦＡＸ　0995-47-4748
 　W E B　http://www.mct.ne.jp/user/maizurus/

副担任

山 之 内 太 一
内 村 祥
荒 谷 浩

末 永 瑞 樹
平 川 輝
恒 吉 亮 祐
今 掛 功 大
市 田 廣
江 口 留 美 子
中 元 隆 二

仮 屋 薗 勝 宏
福 重 智 子
西 園 翔 太

上 沖 由 香

平 川 健 太
前 田 康 秀
坂 元 め ぐ み
福 永 朋 美
生 田 泰 子
松 浦 尚
瀬 戸 口 実

19

11
20

始業式，実力テスト（～２日）
第２０回体育大会
１年校外学習

25

日 主な行事名

家庭訪問（～２７日）

18
19
19
19
128 (6)

吉 見 恵 子
宮 﨑 正 和

6 新任式，始業式，入学式
8
12

交通安全教室
避難訓練

月

２年７組
計

17 (2)(2) 19 36
計

(2) 18 (1)17 35

128

舞鶴３Ｅ

輝３Ｆ

３－７

１年職員室

事務室

印刷室主事室

３年

２年

生徒会室

進路指導室 ３年職員室

舞鶴1・2Ｅ

楽器庫

輝１Ａ

放送室 進路相談室

教育相談室
理科準備室

音楽準備室

１－７１－６１－５１－４３－６３－５

３－４

３－３

３－２

３－１

音楽室 第１美術室 第２美術室

第２理科室第１理科室第２音楽室

２－６２－５

２－４

２－３

２－２

２－１

２－７ １－１ １－２ １－３

２年職員室

ＰＣ室

図書室

購買部

金工室 木工室

輝１Ｂ

生徒玄関

更衣室 校長室保健室輝２Ｄ

家庭科

準備室

被服室

調理室

２階平面図

卓球場

屋内運動場

武道館

給食室

食堂

全体職員室

技術準備室

プレイ広場

１階平面図

３階平面図

多目的ホール

響１Ｃ

美術準備室

支援員

控室



１　コミュニケーション能力の獲得
　（１）　舞中スタイルの活用（話合い活動の基本）
　（２）　話合い活動実践ガイドの活用（教師向け）
２　自己有用感の醸成
　（１）　自己有用感を高める場の設定
　　　①　目標を立て，行動し，振り返る場面
　　　②　他者の存在により成り立つ場面
　　　③　集団への帰属意識を高める場面
　　　④　生徒同士が互いに認め合う場面
　（２）　教師の基本姿勢三か条の醸成
　　　　　　認める
　　　　　　よく見る･よく聴く
　　　　　　話しかける

黒 川 理 枝

石 橋 廣 昭

数学
英語
技術

槣 山 昭 一

山 之 内 太 一
内 村 祥

数学

英語

西 留 花 菜 子
右 田 晴 加

川 上 敦
米 森 良 子

英語
理科

辻田 憲一

梅 北 悟

濵田 和直

黒木 孝一

林 一 昭

平成15.4．1～18.4．30

平成18.5．1～20.4．30

平成20.5．1～22.4．30

平成22.5．1～23.4．30

平成23.5．1～25.4．30

平成25.5．1～26.4．30

平成26.5．1～28.4．28

平成28.5．1～29.4．30

平成29.5．1～30.4．30

平成30.5．1
　　　～令和3.5．5

鈴木 文隆

別 府 修4代

5代

2代

3代

美術

育休中

社会

歴代校長

3年副担
3年副担
3年副担

3年副担 数学

3年副担

6代

10代

5代 平成26.4．1～28.3．31

6代 平成28.4．1～30.3．31

7代
平成30.4．1～
　　　　　令和4.3．31

8代
9代

7代

久 保 等

中峯健一郎

小 川 茂

歴代ＰＴＡ会長

新森 雄一

笹 山 護
平原 裕子

初代 平成15.4．1～17.3．31
初代

2代 平成17.4．1～21.3．31

川添純二郞

緒方 義春

春田 睦男

馬場 義彰4代

学校経営構想 職員･校医等一覧

１－１担

特色ある教育

沿革史（創立２０年）
学年･職名等

校長

教頭

日課表

小 田 光 二
末 永 瑞 樹
平 川 輝
恒 吉 亮 祐
今 掛 功 大
市 田 廣
江 口 留 美 子
中 元 隆 二
平 川 健 太
前 田 康 秀
坂 元 め ぐ み
福 永 朋 美

１－３担
１－４担
１－５担
１－６担

保体

２－１担
２－２担
２－３担
２－４担 国語
２－５担
２－６担
２－７担

理科
英語
社会

吉 屋 那 海
小 谷 さ お り
吉 見 恵 子

久 継 昭 男

大里 はつ子
川野 と も み

日 高 ひ ろ 子 給食調理

給食調理
帖 佐 信 行
中 川 悟
前 田 康 貴

西 小 城 英 恵 給食調理
木 佐 木 ま き 子
川 畑 慶

岩 切 大 輔
慶 越 美 幸

中 野 真 希
馬 場 恵 子

徳重 栄一郎
伊 地 知 洋
竹 下 隆 幸
外 山 博 紀
谷 口 拓 郎

教科

特別支援教育
特別支援教育
初任研指導教員

保健指導

舞鶴１・２・３Ｅ 南 里 美

輝３Ｆ
響１Ｃ

初任研指導

養護教諭

郡 山 正 一 郎
原 口 真 二

氏　　　　名

輝２Ｄ

社会
英語

栄養教諭

給食調理
給食調理
給食調理
給食調理

学校司書
事務職員
育休中

新 増 よ り 子
中 村 ゆ か り

食育・給食指導

事務全般

学校主事
事務主査 山 之 上 道 夫

福 重 博 之
読書指導

ＰＴＡ事務･購買部

事務全般
用務

保体

1年副担
1年副担

特別支援教育

1年副担

2年副担
2年副担
2年副担

1年副担

１－２担

１－７担

1年副担

瀬 戸 口 実

2年副担
宮 﨑 正 和
德 永 絹 代

特別支援教育
特別支援教育
特別支援教育石 神 勝 典

輝１Ａ
輝１Ｂ

川 口 響 子

氏　　　　名
川 口 孝
花 田 豊

学年･職名等 教科

国語
社会

音楽
英語
理科

久 保 智 人
内 野 真 子

事務専門員

数学
外 園 賢 一

国語
理科

音楽
国語
数学

保体
数学
社会
英語

生 田 泰 子
松 浦 尚

仮 屋 薗 勝 宏
福 重 智 子
西 園 翔 太

1年副担

３－５担
３－６担
３－７担

2年副担

1年副担

３－４担

３－１担
３－２担
３－３担

栄 川 留 美
荒 谷 浩

小 笹 康 輔
南 靖 代
北 原 和 憲

谷 頭 晶 帆
片 野 坂 重 浩

上 沖 由 香

平成21.4．1～22.3．31

平成22.4．1～26.3．31

濵 﨑 直 尚
高 木 秀 和
隈 元 俊 和
佐 久 川 涼 香

保体

８代 令和4．4．1～ 川 口 孝

特別教育支援員
特別教育支援員
特別教育支援員
かけはしサポーター

小 川 夏 樹

諏 訪 下 瑠 美
小 池 美 佳

特別教育支援員

調理員

学校医

3年副担
社会
理科

3代

11代 白鳥 竜也令和3.5．6～

歴代校長･ＰＴＡ会長

美術

3年副担 緒 方 航 英語

スクールカウンセラー

内科医

耳鼻科医
眼科医

歯科医

薬剤師

保体
国語
家庭
数学

１ 場に応じた声を出す

２ 理由を挙げる「なぜなら～」

３ 相手と話そう

伝わるように話そう

相手と話そう

１ 質問する（ｵｰﾌﾟﾝｸｴｽﾁｮﾝ・ｸﾛｰｽﾞﾄﾞｸｴｽﾁｮﾝ）

２ 励ます（よい考えだね…）

３ 引き出す（言いたいことは …）

目的に沿って深めよう

１ 全員が意見を出して整理する

２ 全員が納得するまで質疑応答する

３ 全員が説明できるようにまとめる

振り返って深めよう

１ よかった意見を振り返る

２ 個人で再び考える

３ 考えの変化を確認する

話す

深める

聴く
認めながら聴こう

１ うなづく（相手を見ながら）

２ オウム返しやあいづちをうつ

３ 拍手する

考えながら聴こう

１ 相手の話のキーワードをさがす

２ 相手の話を要約する

３ 自分の考えと比較する

舞中スタイル（話合いの基本）


